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戦 評 

 男子決勝は順当に勝ち上がった第１、第２シードの対戦となった。 

 第１セットは中盤まで両者譲らずの展開。しかし、霞ヶ浦高等学校のエース１番植竹を土浦日本大学高等学

校がブロックで連続に仕留め、17－15 と一歩抜け出す。ここで霞ヶ浦がたまらずタイムアウト。このタイム

アウトを境に流れは霞ヶ浦に傾く。霞ヶ浦４番北島などの活躍で、逆に 20－18 とリードを奪う。土浦日大も

ここでタイムをとり引き離されまいとするが、試合巧者の霞ヶ浦は着実に得点を重ね、第１セットを 25－22

で土浦日大を振りきった。 

 続く第２セットは、終始霞ヶ浦が主導権を握る一方的なゲームとなる。霞ヶ浦の速いコンビネーションに土

浦日大のディフェンスが崩され、大きなトスを霞ヶ浦ブロック陣に待ち構えられてしまう。土浦日大にいいと

ころなく、このセットも霞ヶ浦が 25－18 で連取した。 

 土浦日大には後がない第３セット、土浦日大が意地を見せる。序盤の競り合いから土浦日大４番國府田の連

続サービスエースで 13－10 とリードして中盤を優位に展開する。しかし霞ヶ浦も追いすがり、終盤 20－18 と

２点のリードを奪い返す。ここで勝負が決したかに見えたが、土浦日大１番河田の３連続アタックポイントな

どで 23－23 のジュースに持ち込むと、最後は霞ヶ浦にアタックミスが重なり、土浦日大が再逆転の 26－24 で

このセット一矢報いた。 

 第４セットは、第３セットを取られたことで火のついた霞ヶ浦が序盤から土浦日大を圧倒。得意のコンビネ

ーションバレーも冴えを見せ、21－13 と大きくリードを広げる。土浦日大は８番内山が渾身のスパイクサー

ブで捨て身の勝負をしかけるも、最後はサーブミスで万事休す。25－18 で霞ヶ浦が第４セットを奪い、セッ

トカウント３－１で春高バレーの出場権を獲得した。 

※本票の著作権は茨城県高体連バレーボール専門部に帰属します。 ■作成者 奥井 祐一 

 


